
学 習 日 誌 

２月１３日（金） 講  師 ５年８班 田中久雄  ５年 1 班 岡 臣一 

出席者数 ７６名 記 録 者  ６年２班 日比野利昭 

講 座 名 

社会的課題 G 講座５  １．ナラ枯れに対する取り組み  

２．桜の花見ができなくなる 

進級原簿の説明 

プログラム担当者 社会的課題グループ 

時 間・場 所 １：３０ ～ ３：００   第一集会室 にて 

【学習内容】 

 発表１．ナラ枯れに対する取り組み 

  （１）ナラ枯れとはブナ科のナラ類が夏なのに集団的に枯れる現象をいう。 

     ナラとはブナ科のコナラやカシなど「どんぐり」を作る木の仲間です。 

  （２）神奈川県のナラ枯れの推移 

    平成２９ 平成３０ 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 

    ２３９本 1,382 本 1,844本  19,894 本  28,991 本  22,789 本  6,805 本 

  （３）ナラ枯れの原因 

    「カシノナガキクイムシ（カシナガ）」が大径樹木の幹に穿入し持ち込んだ 

「ナラ菌」繁殖し、水分を運ぶ導管が目詰まりし、葉や幹が枯死する。     

  （４）問題 ： 倒木、景観、里山の荒廃等で動物(熊)の餌不足、など 

  （５）対策 ： 粘着シートを幹に巻く、伐採、ペットボトルトラップ、など 

 発表２．桜の花見ができなくなる 

  （１）海軍道路桜並木の推移 

    １９７６年植樹開始  １９０５年６００本が咲き誇っていた 

    ２０２４年１６８本の内健全樹１９本に減少  ２０２９年には消滅する。  

  （２）枯れる原因 

   ・高齢化、ソメイヨシノ（菌に弱い、寿命６０～８０年）が多い、切り株から胞子が飛散   

   ・木材腐朽菌  １位ベッコウダケ  ２位コフキダケ 

  （３）対策 

    ・病害虫に強い品種（山桜、熊野さくら、コシノヒガン）に植え替える。 

    ・ベッコウダケ、コフキダケを見つけたら除去する。  

  感 想  

「ナラ枯れに対する取り組み」と「桜の花見ができなくなる」とも景観と重大な安全に関わる問題で 

 あることを再確認しました。 

 

【あすなろ大学 連絡事項】   

2026 年度進級確認・受講生原簿の提出について ： 館・あすなろ会より 

 前年度との次の相違点の説明があり、その提出期限は 2 月 27 日。メールまたは紙で館に。 

・社会的課題グループは館主導となるため廃止、趣味・教養グループが趣味と教養に２分された 

・5 つのジャンルのうち 1 つを選び、さらに 1～11 の小グループから希望するグループを選択 

 する。ただし、希望する小グループがなく、新小グループの立ち上げを考えている場合は０ (ゼロ) を

記入する。 


